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令和２年度事業報告 

 

 事 業 概 況  

  令和２年度の事業報告を行うに当たり、未だに収束の兆しが見えない「新型コロナウイルス感染症」の

蔓延―いわゆる「コロナ禍」による本会会務への甚大な影響について触れざるを得ません。令和３年度の

事業計画においても触れました通り、今般の「コロナ禍」により、本会を取り巻く経営環境・事業環境は

著しく悪化し、本会にとって令和２年度は大変に厳しく且つ深刻な一年となりました。 
本会の事業活動を経済的な意味で支えている会館運営事業は前年実績の２５％程度まで落ち込み、会館

運営を委託している１００％子会社の経営を危うくすると共に、本会も会館運営収入の激減により、事業

活動収支は大幅な赤字に陥いることになりました―詳しくは「令和２年度決算報告」をご覧ください。 
  事業活動においては、「３密」回避の流れの中で、後述の通り本会の代表事業でもある午餐会・夕食会、

更には会員各層に向けた各種イベントの多くが中止又は延期を余儀なくされました。 
更に、新規入会者の獲得に大きな役割を果たしてきました７大学における卒業式・修了式当日の「入会

勧誘活動」も、２年続けての卒業式の縮小、変則開催により思うような実施が出来ず、その結果、新卒入会

者の大幅減に繋がると共に学士会館の利用の制限や事業活動の縮小に伴う新規入会者の減少及び退会者の

増加とも相まって会員数の減少傾向に一層の拍車がかかる結果となりました。 
新年度を迎えてもこの状況は一向に収まりを見せておらず、３度目の「緊急事態宣言」が発出されるなど

予断を許さない状況が続いておりますが、この間、その利便性や効用が顕著になってきました IＣT の積極的

活用―デジタル化の促進による事業の活性化を目指しながら、令和３年度は事業計画で定めた諸課題、諸事業

に取り組んでまいります。 

  以下、令和２年度の実施事業についてその概要を報告致します。 
令和２年度の本会は、取り組むべき重点課題として以下の３点を掲げ、「コロナ禍」による活動の制限を

受けながらも当該課題に対して積極的な取組みを行うとともに、定款に定める各種事業を実施してきました。 

 令和２年度の各事業の実施状況は後段にて詳述致しますが、以下、重点課題に対する取組み結果について

報告致します。 

 

（１）学士会館の再開発問題に向けた本格的活動の展開・推進 

本課題に対する実施状況は、令和３年３月１６日開催の令和２年度臨時代議員総会において報告された

内容（「学士会館の再開発問題の進捗状況について」）の通りですが、本年度は『学士会館の整備に関する

基本方針』に基づき、「学士会館再開発委員会」（委員長：桐野髙明常務理事）の下で、共同開発に向けた

隣地所有者との交渉を重点的に行うとともに、今般の「コロナ禍」による本会の財務状況の悪化や不動産

市場への影響等を踏まえ、当初の再開発計画案の再検証を行ってきました。 

学士会館の再開発問題に関しては、前面道路である白山通りの拡張計画と歴史的建造物である学士会館

の保存との調整、それに関連して隣地所有者に対する共同開発への働きかけと利害調整の実施、共同開発

と単独開発との利害得失の検討、そして何よりも再開発事業を実施する上での資金調達の目処付け等、

実現のためにクリアーしなければならない課題が数多くあり、その実現は決して簡単なものではありませ

んが、本課題については、来期以降も引き続き精力的に取り組んでまいります。なお、共同開発実現の可否

につきましては、令和３年度中にはその見通しが明らかになるものと考えております。 

今後、本件に関し重要な意思決定が必要となる場合は、理事会の決議や定款の定めるところにより代議員

総会の承認を得るなど、所要の手続きを踏みながら進めてまいります。 
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（２）本会の魅力作りに向けた活動の展開・継続実施 

   会員にとって本会の存在や活動を一層魅力あるものにするため、『學士會会報』や講演会（午餐会・

夕食会等）の企画に際しては、会員にとって興味・関心の高いテーマの選定に努めるとともに、魅力ある

執筆陣・講師陣の人選に努めてまいりました。また、会員各層（シニア会員、若手会員、学生会員、地域

会員等）のニーズに応えるべく、当該会員にとって魅力のあるプログラムの開発・提供にも学士会館とも

ども取り組んで来ました。然しながら、後述の通り、新型コロナウイルス感染拡大防止対策より、「午餐会・

夕食会」においては休会（６回）や食事提供を取りやめ講演会のみでの開催（６回）が多く発生いたしま

した。また、地域講演会においても北海道地区は次年度に延期、東北地区は開催中止となり、その他、

各種会員向けイベントについても予定を大幅に変更せざるを得ない状況となりました。 

一方、会員のニーズに応えるべく本会事業のデジタル化の一環として、本年度は、『会員氏名録』に

かわるデジタル版会員名簿「Ｗｅｂ名簿閲覧システム」の公開を開始し、会員検索の他、自身の登録情報の

確認や変更をＷｅｂ上で行えるようになりました。更には、前年度から試行的に進めてきました講演会

（午餐会・夕食会）の録画配信を、本年度５月より開始致しました。令和３年度はリアルタイムでの動画

配信実現に向けて、課金システム等の検討も含め、準備を進めていく予定です。 

（３）七大学及び関連同窓団体との良好な協力関係の構築と連携・協働事業の実施 

   本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の一環として七大学において卒業式・修了式への参加

者が限定され、例年のような卒業生・修了生に対する組織的な入会勧誘活動が実施できないという事態と

なり、前年度に引き続き思うような新入会者の獲得には繋がりませんでした。 

一方、一昨年度より各大学の理解・協力を得て進めてきました新入学生に対する「学生会員」への入会

勧誘活動は本年度も活発に行う事ができ、多くの入会者（登録者）を得ることが出来ました（７０２名）。 

平成２９年度より実施している卒業生・同窓会を所管する各大学の責任者・関係者による意見交換会

（「七大学同窓会担当事務局連絡会議」）を１１月に開催し、本年度は特にコロナ禍における同窓会活動に

ついて各大学が抱える課題と今後の施策等について、忌憚のない意見交換・情報交換を行うことができました。 

  以下、各事業別にその概要を報告致します。 

１．会 報 （ 『學士會会報』及び『ＮＵ７』 ） 

本会会報である『學士會会報』と『ＮＵ７』を隔月に同時発行致しました。『學士會会報』は第９４２号を

令和２年５月、第９４３号を７月、第９４４号を９月、第９４５号を１１月、第９４６号を令和３年１月、

第９４７号を３月にそれぞれ発行し、全会員に配布致しました。また、『學士會会報』は七大学各学部

図書館に寄贈する他、国立国会図書館や各県立図書館等へも毎号寄贈し、本会の目的でもある“学術的

文化的知識の交流普及”に努めました。 
七大学総合情報誌として平成２７年９月より発行している『ＮＵ７』は、第２９号を令和２年５月、

第３０号を７月、第３１号を９月、第３２号を１１月、第３３号を令和３年１月、第３４号を３月にそれ

ぞれ発行し全会員に配布するとともに、七大学関係者にも広く配布し、会員増強に資するよう努めました。 
また、本年度より、希望する学生会員へ『學士會会報』と『ＮＵ７』の配布を開始致しました。現在、

約２００名の学生会員に配布をしております。 
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２．学 士 会 館 

（１）会館の利用実績は次の通りです。 

   なお、本年度はコロナ禍による「緊急事態宣言」の発出に伴い、４月１１日～５月３１日の５１日間に

亘り、全館休館（休業）致しました。 

 

  □会 議 室 利 用 回 数   １，２０９回（  ３，５２７回）※カッコ内は前年度の実績 

□会 議 室 利 用 人 員  ２６，１６０名（１３６，２１５名）   

  □宿 泊 室 利 用 人 員   ２，１８７名（  ７，２３５名）   計 １０１，６６８名 

□レストラン等利用人員  ６６，０３１名（１３０，２５９名）     [１日平均３３３名] 

□読 書 室 利 用 会 員    １，３６２名（  ２，３１１名）   臨時休業日・年末年始を除く 

□会員俱楽部室利用会員   ５，９２８名（  ８，７７４名）  

（２）会館を適切に維持・保全するために、次の通り会館の補修・改修工事を行いました。 

   本年度はコロナ禍による学士会館営業収入の減少（財務悪化）を踏まえて、当初予定していた多くの

改修工事の実施を見送りましたが、会館営業に必要な最小限の諸工事を以下の通り実施しました。 

    ・「ラタン・セブンズハウス」空調機交換工事、排水ポンプ交換工事 

    ・「セブンズハウス他」漏水補修工事 

    ・「旧館３階 男子手洗所」温水器交換工事 

     上記の他にも、会館営業に支障をきたす事項に対しては、適宜補修工事等を実施しました。 

 （３）学士会館の防火防災対策の一環として、次の通り実践的な防火防災訓練等を行いました。 

    ・防火管理に係る訓練指導を神田消防署の署員から受講（１１月） 

・深夜における大地震と火災を想定した、学士会館従業員の防災時の対応訓練を実施（１２月） 

 （４）新型コロナウイルス感染防止対策として、以下の対応を行いました。 

    ・来館者向けに「体温測定器（顔認証）」を南北玄関に設置 

    ・毎日、館内各所の定期消毒を継続して実施 

３．講演会、談話会、その他の集会 

本年度は、残念ながら予定をしていた各種イベント・企画の多くが、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止対策（以下「新型コロナ感染対策」）の一環として中止や延期となりました。以下には中止と

なりましたイベント等の一部もその旨を注記した上で記載しております。 

（１）午 餐 会 

本年度は次の通り、各分野で活躍される多彩な方々による講演会を開催しましたが、１２月休会（例年

通り）以外にも、新型コロナ感染対策の観点から４月、５月、１月を休会とし、また６月、７月、２月、

３月は食事提供を取りやめ講演会のみの開催に変更しました。延６３９名の参会がありました。 

心臓突然死を防ぐために           坂 本  哲 也 氏（令和 ２年 ６月例会） 

薬師寺国宝東塔大修理―――１０年の軌跡   松久保  伽 秀 氏（令和 ２年 ７月例会） 

明智光秀の知られざる実像―光秀と京都を中心に― 

                      河 内  将 芳 氏（令和 ２年 ８月例会） 

短歌の魅力                 馬 場  あき子 氏（令和 ２年 ９月例会） 

 

※延べ人数 
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台風の強度測定と予測精度の向上に向けた航空機観測最前線 

坪 木  和 久 氏（令和 ２年１０月例会） 

習近平体制の今後と日米中関係        國 分  良 成 氏（令和 ２年１１月例会） 

世界の見方－北朝鮮、中国、米国       藤 崎  一 郎 氏（令和 ３年 ２月例会） 

つくり手の言葉から作家（表現）の工芸を考える 

唐 澤  昌 宏 氏（令和 ３年 ３月例会） 

（２）夕 食 会 

本年度は次の通り、午餐会と同様に各分野で活躍される多彩な方々による講演会を開催しましたが、

５月、８月、１月の休会（例年通り）以外にも、新型コロナ感染対策により、４月、７月、２月を休会とし、

また６月、３月は食事提供を取りやめ講演会のみの開催に変更しました。延４９３名の参会がありました。 

国宝「鳥獣戯画」の謎に迫る         上 野  憲  示 氏（令和 ２年 ６月例会） 
チバニアンの全て～最後の地磁気逆転とチバニアンの誕生～ 

岡 田     誠 氏（令和 ２年 ９月例会） 

わが国から胃がん撲滅を目指す戦略とその成果 

浅 香  正 博 氏（令和 ２年１０月例会） 

「平常への復帰」？－大統領選挙後の米国政治と日米関係の行方 

久 保  文 明  氏（令和 ２年１１月例会） 

新型コロナウイルス蔓延下における在宅医療  小 堀  鷗一郎 氏（令和 ２年１２月例会） 
東日本大震災から１０年～超巨大地震・津波の理解はどこまで進んだか？ 

          佐 竹  健 治  氏（令和 ３年 ３月例会） 

（３）夏期講演会 

本年度は次の通り、夏期講演会を開催し、８２名の参会がありました。 

現代社会のストレスにどう対処するか     久 保  千 春  氏（令和 ２年 ８月２７日） 

（４）関西茶話会 

関西地区の会員を対象とした関西茶話会を次の通り開催し、２４名の参会がありました。 

第４１回「イタリア・ルネサンス庭園：知を想像する空間」 

     桑木野  幸 司 氏（令和 ２年１０月１０日） 

当回については、参加者数を５０％に減じて募集し、講演会のみの実施と致しました。 

なお、新型コロナ感染対策のため、開催を予定していました以下の２回は休会致しました。 

第３９回「医薬品と食品のはざまにあるもの－健康食品ってなんですか？」 

伊 藤  美千穂 氏（令和 ２年 ４月１８日） 

第４０回「行動経済学をくらしに活かす」   大 竹  文 雄 氏（令和 ２年 ６月２０日） 

（５）見学会等 

首都圏及び関西地域において、以下の通り見学会等を開催致しました。 
 



- 5 - 
 

［首都圏］ 
本年度は次の通り、見学会（解説付き）等を開催し、延４７名（共に満員）の参会がありました。 

「五輪代表選手に学ぶ初心者向けストレッチ教室」       （令和 ２年 ８月３０日） 
※後日、学士会会員交流サロン「謝恩の情」内「学士会主催イベント 動画チャンネル」において、

当日のストレッチ指導の一部を、会員限定・期間限定で動画配信致しました。 
「チバニアンＧＳＳＰ提案チーム代表 岡田誠先生と行くチバニアン見学会」 

（令和 ２年１１月 ８日） 
［関西地区］ 

本年度は次の通り見学会を予定していましたが、新型コロナ感染対策の観点から開催を中止致しま

した。 

「京都大学大学院薬学研究科附属薬用植物園見学会」―中止― 

伊 藤  美千穂 氏（令和 ２年 ５月１６日） 

（６）クリスマス家族会（中止） 

新型コロナ感染対策により、開催を中止致しました。 

（７）新年祝賀会 

  令和３年１月５日、佐々木毅理事長の新年の挨拶、賀宴、米澤賢一会員の謡曲披露の後、吉川真氏

（「はやぶさ２」プロジェクトチーム ミッションマネージャ）による講演会（演題：「はやぶさ２地球

帰還～挫折から掴んだ成果」）を開催し、１２１名の参会がありました。 

（８）学生会員向けイベント 

本年度は次の通り、学生会員を対象としたオンラインイベントを提携協力企業との共催で開催し、

延９１名の参会がありました。 

「２０２２～２４年卒対象 就職活動スタートアップセミナー １st」 （令和 ２年 ７月 ２日） 

「   〃        就職活動スタートアップセミナー ２nd」 （令和 ２年 ９月１４日）

「   〃        就職活動スタートアップセミナー ３rd」 （令和 ２年１２月１４日）

「２０２２年卒 就職活動解禁直前対策講座 ～面接実践編～」     （令和 ３年 ２月１８日） 

（９）若手茶話会 

４５歳までの会員を対象とした茶話会（「ミニプレゼン会」「読書会」「Ｄo Ｃafé」）を、若手会員の

集まりである「学士会ＹＥＬＬ」が主体となり、４月を除く各月に開催致しました。本年度はＷｅｂ会議

システムを使用しオンラインで開催した他、９月には学士会館の会場とＷｅｂによるハイブリッドでの

開催を実施し延３０８名の参会がありました。 

＜実施内容の一例＞ 

「東京大学の学園祭、波乱の百年史～戦争、東大紛争、震災からコロナ禍まで～」(ミニプレゼン会) 

佐 藤 寛 也 氏（令和 ２年 １１月２８日） 

「理系男子が考える “欲望の資本主義”～私たちが挑む“命がけの跳躍”～」 (ミニプレゼン会) 

原   康 人 氏（令和 ３年  ３月２７日） 



- 6 - 
 

（10）良縁企画 

  男性３５歳～５３歳、女性３０歳～４０歳の独身者に参加者を限定した良縁企画の第３回目を開催し、 

２２名（男性・女性各１１名）の参会がありました。募集開始早々に満席となり、キャンセル待ちも多数

発生致しました。 

「第３回 年代限定良縁パーティー」             （令和 ３年 ２月１３日） 

（11）イベント動画配信 

  コロナ禍により直接参加型のイベント開催が困難な中、少しでも学士会のイベントを身近に感じて

貰うべく、「学士会主催イベント 動画チャンネル」において、イベント動画２本を会員限定・期間限定にて

配信致しました。 

【第１弾】「寄生虫研究者のはなし」 

講師：髙野 剛史氏（目黒寄生虫館 研究員） 

内容：・海の寄生生物の紹介(標本より中身を取り出しながらの形、生態の紹介) 

・寄生生物の採取 

(魚の解剖にてアニサキス、テンタクラリアの採取、分類、記録等サンプル作りの一連作業) 

・研究者の日常(研究作業場の紹介、論文用研究物撮影、顕微鏡下での組織採取作業) 

【第２弾】「“自宅で出来る”おもしろ実験教室」 

講師：左巻 健男氏（東京大学講師／元法政大学教授） 

内容：・ぷよぷよ卵を作ってみる(浸透圧実験) 

    ・手のひらでクエン酸と重曹を混ぜてみる（吸熱反応実験） 

     ・カルメ焼きを作ってみる(熱分解実験) 

（12）Ｚｏｏｍ体験会 ・Ｗｅｂサロン 

令和２年８月より、会員交流支援としてＷｅｂ会議システム（Ｚｏｏｍ）の機能説明会並びに参加者

同士の談話会を合計２６回開催し、延３８７名の参会がありました。 

また、Ｗｅｂを通じた会員同士の交流促進を目指し、Ｚｏｏｍ体験会の参加者を中心に「Ｗｅｂサロン」を

令和３年１月より毎月開催し、延４５名の参会がありました。参加者は自発的に“再会企画”を行い、

親睦を深めました。 

（13）地域講演会 

本年度は、新型コロナ感染対策により北海道地区は令和３年度に開催を延期（講師：鈴木直道北海道

知事）、東北地区は開催中止となりましたが、名古屋地区は初めての試みとしてオンラインでの開催を

行うとともに、九州地区は大学関連施設にて講演会を開催し（懇親会は中止）、以下の通り参会がありま

した。 
 

□名古屋地区（オンライン開催）           共催 学士会、名古屋大学全学同窓会 
                          後援 名古屋大学 
「宮廷文化の再発見」             所     功  氏（令和 ３年 ２月２２日） 

（参加者：３３２名） 
 



- 7 - 
 

□九州地区（講演会のみの開催）           共催 学士会、九州学士会 
                          後援 九州大学、九州大学同窓会連合会 
「医学修行と文学修行」            帚 木 蓬 生  氏（令和 ３年 ３月１３日） 

（参加者： ９１名） 

（14）ホームカミングデイへの出店（中止） 

新型コロナ感染対策の観点より、各大学のホームカミングデイは、中止やオンラインでの開催が相次ぎ

ました。その影響を受け、本年度は本会としてのホームカミングデイへの出店は叶いませんでした。 

（15）サマーパーティー・クリスマスパーティー（中止） 

東京大学校友会と共催で、独身者を対象とした若手交流会を７月と１２月に予定していましたが、新型

コロナ感染対策のため、開催を中止致しました。 

（16）ウェルカムビアパーティー（中止） 

若手会員で構成する幹事団により本年度の新卒会員を招待する企画として計画していましたが、新型

コロナ感染対策のため、開催を中止致しました。なお、代替企画として新卒会員を対象としたオンライン

交流会を６月２７日に実施致しました。 

（17）七大学学生の集い 

学生会員向けイベントとして、本会が特別協賛している「全国七大学総合体育大会（七大戦）」を盛り

上げ、また主管校である大阪大学を応援する内容の企画案を検討しましたが、七大戦の中止により内容を

変更し、初の試みとしてオンラインによる「七大学学生の集い」を開催致しました（令和２年１２月５日）。

その一環として「学士会コンペ」（概要は以下参照）を実施し、提出された企画案から２作品を選出の上、

当日の集いの中でプレゼンテーションを行って貰いました。発表後、審査員、プレゼンター、観戦者で

ブレイクアウトセッションを行い、親睦を深めました。 

■学士会コンペ（概要） 

  ・テーマ  「コロナ禍に思う同窓会組織のこれから─学士会というコミュニティの活かし方」 

  ・エントリー数  ３０名  ・応募数 ６作品 

  ・結    果  □グランプリ 

「学士会の持続的発展に向けた実行プラン」（東京大学修士１年） 

           □準グランプリ 

            「学士会に新しい風を」 

（東北大学・名古屋大学・京都大学１年６名による混成チーム） 

（18）提携サービス紹介 

提携企業が本会の会員向けに提供する各種サービス（引越し、機械警備、スポーツクラブなど）に

ついては、延８１名の利用がありました。演劇・コンサートなどを紹介する「鑑賞ツアー」は、紹介した

演目全てが残念ながら新型コロナ感染対策により中止となりました。 
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４．諸 会 議 等 

 （１）通常代議員総会 

   本年度の通常代議員総会を、令和２年６月１８日学士会館において開催致しました。当日の出席代議員

２８名、委任状提出代議員１名、書面等による議決権行使代議員６７名、合計９６名の出席により総会が

成立し、次の議案を諮りそれぞれ承認可決致しました。 

議案１ 令和元年度事業報告並びに決算報告について 
議案２ 任期満了に伴う理事１４名の選任について 
議案３ 任期満了に伴う監事２名の選任について 

報 告 学士会館の再開発問題の進捗状況について 

（２）臨時代議員総会 

   本年度の臨時代議員総会を、令和３年３月１６日学士会館において開催致しました。当日の出席代議員

２９名、書面等による議決権行使代議員５９名、合計８８名の出席により総会が成立し、次の議案を諮り

それぞれ承認可決致しました。 

議案１ 令和３年度事業計画案及び予算案について 
議案２ 理事の補充選任について 
報 告 学士会館の再開発問題の進捗状況について 

(３）理 事 会 

   本年度は次の通り開催し、諸般の会務について審議決定致しました。 

□４月理事会 

  令和２年４月２３日開催予定の４月理事会は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う「緊急事態

宣言」の発出及び東京都による自粛要請を受けての学士会館の休館措置等を踏まえ、理事長判断に

より、開催を中止しました。 

  その上で、全理事及び全監事了承のもと当日審議予定であった議案の一部（審議事項及び報告

事項）につき、「電磁的方法」による審議を行い、各議案とも承認及び了承致しました。 

１．「令和２年度（２０２０年度）通常代議員総会の開催について」 

  ・令和元年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び財務諸表の注記の

承認 

  ・任期満了に伴う理事の選任について 

・任期満了に伴う監事の一部改選について  

報告（１）「会報編集委員会」の委員長交代について 

□５月理事会 

  令和２年５月２８日開催予定の５月理事会は、新型コロナ感染対策として、理事長判断により、

開催を中止致しました。 

その上で、４月理事会同様に全理事及び全監事に対して当日審議予定であった議案に対する賛否を

求め、両議案とも全員の同意に基づき原案通り承認致しました。 
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１．「令和２年度通常代議員総会」提案議案の承認 

２．（株）学士会館精養軒の第６９期定時株主総会議案の承認 

□６月理事会（令和２年６月１８日） 

１．（定款第２７条第２項に基づく）理事長の選任について 

２．（定款第２７条第２項に基づく）副理事長及び常務理事の選任について 

３．会報編集委員会委員他、委員会委員の選任について 

４．（株）学士会館精養軒との「受託業務納付金」の見直しについて 

□７月理事会（令和２年７月１６日） 

１．令和２年度・第一四半期（４月～６月）会計報告 

２.（定款第６条第１項第６号による）「特選入会希望者」について 

３．（理事会における書面決議を可能にする）「定款改定」について 

４．Ｓ社との「基本合意書」締結に関する実務者協議の状況 

  及び再開発関連の今後の課題等について 

報告（１）第一四半期（４月～６月）の会員数動向等について 

（２）「会員増強実行委員会」からの報告 

（３）「第５９回全国七大学総合体育大会（七大戦）」の中止について 

□９月理事会（令和２年９月２４日） 

１．学士会館の経営問題について 

２.（株）学士会館精養軒による楽友会館内施設「近衛Ｌatin」の受託業務の終了について 

３．Ｓ社との共同開発協議の進展状況について（報告） 

４．「デジタル版会員名簿」（Ｗｅｂ名簿閲覧システム）の導入とその概要について 

５．（理事会の書面決議を可能にする）「定款変更手続き」の実施について 

６．「特選入会希望者」について―７月理事会継続議案他― 

報告（１）新総長の選任状況について（京大・九大・北大） 

（２）「地域講演会」の開催有無等について 

□１０月理事会（令和２年１０月２２日） 

１．「定款変更案」に対する代議員による書面決議結果について 

２．令和２年度上半期決算報告及び令和２年度上半期資金運用状況並びに 

下半期資金運用計画（案）について 

―併せて（株）学士会館精養軒の令和２年度上半期決算報告― 

３．「第１０回・１１回学士会館再開発委員会」報告 

及びＳ社との「基本協議合意書」締結に向けた交渉状況 

報告（１）令和２年度上半期会員数増減報告 

□１１月理事会（令和２年１１月２６日） 

１．長尾理事からの退任申出について 

２．学士会館の１０月営業状況について（報告） 

３．（株）学士会館精養軒に対する資金融資（運転資金）の実行について 

４．学士会館の再開発問題について―Ｓ社との交渉状況等 
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５．令和２年度「臨時代議員総会」の開催について 

６．令和３年度（２０２１年度）理事会等の会議日程について 

報告（１）「地域講演会」の開催予定について 

□１月理事会 

  令和３年１月２８日（木）開催予定であった「１月理事会」は、新型コロナウイルス感染症の

蔓延による「緊急事態宣言」の再発出を受け、定款４０条に定める「みなし決議―決議の省略」を

適用し、書面決議方式にて実施の上、全議案を承認・決定致しました。 

１．令和２年度決算見通し 

２．令和２年度第３四半期 学士会館の営業状況 

及び（株）学士会館精養軒の令和３年度予算編成方針 

３．令和２年度臨時代議員総会議題 

４．学士会館の再開発事業の検討状況 

報告（１）令和２年度第３四半期の会員数増減 

□２月理事会（令和３年２月２５日） 

１．令和３年度事業計画案について 

２．令和３年度予算案及び資金計画案について 

３．理事の補充選任について 

４．学士会館の再開発問題の進捗状況について 

報告（１）「会員増強」について 

（２）「地域講演会（名古屋講演会・九州講演会）」の開催について 

□３月理事会（令和３年３月１６日） 

１．「学士会の今後のあり方検討会（仮）」の立ち上げについて 

報告（１）学士会館の再開発問題に対する「コンサルタント業務委託契約」の１年更新について 

（２）（本日開催）臨時代議員総会について 

 （４）監 事 会  

   令和２年５月２８日に予定をしていました「監事会」は、新型コロナ感染対策として、全監事了承の

もと、理事長判断により開催を中止致しました。 

なお、当日審議予定であった以下の各議案については、全監事の承認により各々確認・決定致しました。 

１．監査法人からの報告 

２．令和元年度決算報告（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日） 

  令和元年度貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び財務諸表の注記の検査 

３．「公益目的支出計画実施報告書」の内容について 

４．代議員総会第３号議案（任期満了に伴う監事２名の選任）について 

 （５）常 務 会 

   毎月定期的に常務会を開催し、理事会提出議案の審議等、種々の会務を審議し必要事項を決定

致しました。 
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 （６）諸 委 員 会 

   ア．会報編集委員会 

本年度は次の通り開催し、種々検討・協議の上、各号の執筆候補者を決定致しました。 

第１回  令和 ２年  ６月１８日  会報第９４５号 

       第２回  令和 ２年  ７月１６日  会報第９４６号 

       第３回  令和 ２年  ９月２４日  会報第９４７号 

       第４回  令和 ２年 １１月２６日  会報第９４８号 

       第５回  令和 ３年  １月２８日  会報第９４９号 

       第６回  令和 ３年  ３月１６日  会報第９５０号 

イ．会員増強実行委員会 

本年度は、新型コロナ感染対策による開催中止もあり、結果、次の通り１回の開催となりましたが、

会員増強に向けての各種施策について協議を行いました。 

また、『ＮＵ７』については、編集担当委員による内容確認の上で、隔月で発行しています。 

       第３０回 令和 ２年 ４月２２日（新型コロナ感染対策のため中止） 

       第３１回 令和 ３年 ２月 ２日（オンライン併用で開催） 

ウ．学士会館再開発委員会 

本年度は、以下の通り合計７回の委員会を開催し、隣地所有者との共同開発の実現性の検討協議を

中心に学士会館の整備・再開発に向けた具体的な活動を行いました。また、今般のコロナ禍による

本会の財務状況の悪化や不動産市場への影響等を考慮し、当初の再開発計画案の再検証を、各担当

部会（財務・建築）を通じて行いました。なお、新型コロナ感染対策として、令和２年４月から

６月まで休会致しました。 

第 ９回 令和 ２年 ７月１６日 

第１０回 令和 ２年 ９月２４日 

第１１回 令和 ２年１０月２２日 

第１２回 令和 ２年１１月２６日 

第１３回 令和 ３年 １月２８日 

第１４回 令和 ３年 ２月２５日 

第１５回 令和 ３年 ３月２４日 

エ．趣味同好会 

令和２年１２月１日に撞球、囲碁、将棋、俳句、漢詩、短歌、落語の各会と、新たに探訪、

謡曲の２つの同好会を加え、それぞれの会における年間優秀会員に理事長杯を授与し、その後、

懇親会を開催し懇談を行いました。 
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５．会  員 

本年度における正会員の増減及び年度末正会員数は次の通りです。＊カッコ内は前年度実績 

       新      会      員    ３７０名  （   ６３９名） 

         逝 去 会 員      ６５２名  （   ７２６名） 

       退 会 会 員    １，０７９名  （１，１３９名） 

会費長期未納退会者     ２４９名  （  ２７４名） 

       差      引      減  １，６１０名  （１，５００名） 

       現 在 会 員 数  ４１，２９６名  （内 終身会員６，０６０名） 

       （注：「終身会員」の内、戦前に制定された終身会員制度による加入者が３４３名、平成２１年度

より新たに制度化された「新終身会員」が５，７１７名になります） 

       学 生 会 員    ３，８０７名 

      （注：３月卒業・修了予定の５５１名を含めた会員数になります） 

６．そ の 他 

本会は、（株）学士会館精養軒に学士会館の運営業務を委託しておりますが、平成１６年２月以降、

本会が同社の株式を１００％保有しております。同社の概要は次の通りです。 

［株式会社 学士会館精養軒の概要］（令和３年３月３１日現在） 

□名 称  株式会社学士会館精養軒 

□所 在  東京都千代田区神田錦町３－２８ 

□代表者  代表取締役社長 小堀 康生 

□資本金  １０，０００，０００円 

□売上高  ３８０，３９４千円（令和２年度決算） 

 

（株）学士会館精養軒の令和２年度の営業結果は、次の通りです。 
□令和２年度（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）決算 
・売 上 高    ３８０，３９４千円（前年度：１，４９１，００３千円） 
・営業利益   △４２５，７７１千円（ 同 ：  △５６，４２９千円） 
・経常利益   △３３９，７０３千円（ 同 ：  △５０，０９８千円） 

なお、本会との取引関係については、「令和２年度決算報告」における「財務諸表の注記」を

ご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


